
防 衛 講 演 会 

 

 
  講師  宮下 寿広 氏 

 

日時  平成２８年９月３日（土） 
 
場所  松江市 

（ホテル宍道湖） 
 

 

 

 

演題 「現場報告！南西防衛の現状と課題」（要旨） 

 

①  南西防衛第一線の状況について 
中国公船等による尖閣諸島周辺の接続水域入域及び領海侵入、中国漁船による接続水域で

の操業、中国公船の著しい増強、近年の中国機に対する緊急発進状況などを具体的データで示

しつつ解説した。 
② 南西諸島の戦略環境と挑戦について 

南西諸島の戦略的価値及び地政学的価値を考慮すると、我が国南西諸島は、パワーバランス

を維持し、アジア太平洋地域を安定化する上で極めて重要であることから、陸自西部方面隊の

対応力が重要な鍵を握る。 
②  西部方面隊の具体的な取り組み 

         各種訓練・演習成果の積み上げによる即応性の向上、南西防衛態勢をスピード感をもって

強化することによる抑止態勢の強化及び海・空自衛隊、米軍及び地方自治体等関係機関との

緊密な連携により、統合・共同・協同を深化させて九州・沖縄を断固として防衛する。 
③  熊本地震取材報告 

     今年４月の熊本地震発災の約１ヶ月後、現地を視察した結果を自衛隊の活動状況を中心に

紹介し、国民のために汗を流す自衛官の姿を印象付けた。 

 


